
【はじめに】今般微生物検査において、MALDI-TOF MS
を用いた同定法が普及し始めている。当院においても平成

27 年 3 月に質量分析機器を導入したので、その同定状況お

よび同時に導入した同定感受性検査装置との比較をおこな

ったので報告する。

【使用機器】質量分析装置：MALDI Biotyper(Bruker 
Daltonics)、同定感受性装置：Phoenix100（BD）、解析機

器：EpiCenter（BD）、CLINILAN-MB2（A＆T）
【対象・方法】運用を開始した平成27年3月から5月31日ま

でにMALDI Biotyperにて同定検査を実施した583検体、105
9菌株を対象に、同定の一致率等を後方視的に検討した。

【結果】MLDI BiotyperとPhenix100の両方で同定を行っ

た菌株は326菌株であり、そのうち同定結果が一致したも

のは286菌株（88.04%）菌種の不一致が16菌株（4.91%）

属の不一致が22菌株（6.75％）、両機器で同定不可のもの

が１菌株（0.30%）であった。菌種の不一致については、

streptococcus属5件、staphylococcus属5件、Enterococcus属
2件、Enterobacter属2件、その他2件であった。属の不

一致は、Phoenixで同定できずMALDI Biotyperで同定でき

たものが8件、腸内細菌科での不一致が6件、その他が3件
であった。同定結果が不一致であったものについては、両

機器の同定詳細、信頼度の値等を勘案し報告菌を決定した

が、streptococcus属の一部は他菌種に比べ精度がやや劣る

といわれており、今回もPhoenix100での同定結果を採用す

ることが多かった。MALDIによって当院で初めて同定され

たWohlfahrtiimonas chitiniclasticaについては、Phoenix
では同定できなかった。両機器で同定不能であったものは、

Ignazscineria indicaであった。

【まとめ】MALDI-TOF MSは、他の機器と比べ同定可能

菌種が多く、コストも１件当たり約20-50円、菌の塗布か

ら10分程度で菌の同定が可能である。当院においても同定

の精度向上、迅速化、効率化に寄与しており、市中病院の

細菌検査室においても迅速化、省力化等の面で有用な機器

であると考える。またその特性とともに、菌の生化学的性

状を理解した上で、他の方法と組み合わせて活用すること

で、同定精度の向上につながると思われる。0985-24-4181
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